
温室効果ガス排出量 報告書 

 

対象期間 

2025 年 3 月期（2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日） 

 

対象範囲 

東京エレクトロン デバイス株式会社及び国内外連結子会社 

 

国内：東京エレクトロン デバイス株式会社、東京エレクトロン デバイス⾧崎株式会社、株式会社ファースト 

（株式会社ファーストは、2025 年 1 月 1 日付で東京エレクトロン デバイス株式会社に吸収合併） 

海外：TOKYO ELECTRON DEVICE ASIA PACIFIC LTD.、TOKYO ELECTRON DEVICE (SHANGHAI）

LTD.、TOKYO ELECTRON DEVICE (SHANGHAI) LTD. DALIAN BRANCH、TOKYO ELECTRON 

DEVICE (SHANGHAI) LTD. SHENZHEN BRANCH、TOKYO ELECTRON DEVICE SINGAPORE PTE. 

LTD. 、 TOKYO ELECTRON DEVICE (THAILAND) LIMITED 、 TOKYO ELECTRON DEVICE 

AMERICA, INC. 

 

温室効果ガス排出量 

単位：t-CO2e   
2025.3 

スコープ 1 

排出量※1 

 － 

スコープ 2 

排出量※2 

マーケット基準 974 

ロケーション基準 1,650 

スコープ 3 

排出量 

カテゴリ 1 購入した商品・サービス 734,332 

カテゴリ 2 資本財 5,912 

カテゴリ 3 Scope1,2 に含まれない燃料及びエネルギー関連活動 282 

カテゴリ 4 輸送、配送(上流) 15,722 

カテゴリ 5 事業から出る廃棄物 121 

カテゴリ 6 出張 1,260 

カテゴリ 7 雇用者の通勤 430 

カテゴリ 8 リース資産(上流) 73 

カテゴリ 11 販売した製品の使用 129,006 

カテゴリ 12 販売した製品の廃棄 14 

スコープ 3   

排出量合計 

 887,152 

スコープ 1-3 

排出量合計 

（スコープ 2 はマーケット基準） 888,126 

※1 スコープ 1（自社グループが所有又は支配する排出源から発生する直接的な温室効果ガスの排出）の該当は

ありません。 

※2 購入した電力を算定対象としています。  



 

算定方法 

 スコープ 2 

温室効果ガス排出量＝Σ（購入電力量×CO2 排出係数） 

 

 スコープ 3 

温室効果ガス排出量＝Σ（活動量×CO2 排出係数） 

 

カテゴリ 活動量 CO2 排出係数 

1 販売を目的に購入した製品の金額 ①  

2 購入した資本財の金額 ①  

3 購入した燃料の量及び電力の使用量 ①  

4 製品の入荷及び出荷に関わる費用 ①  

5 自社の事業活動により発生した産業廃棄物及び一般廃棄物の量 ①  

6 移動手段別の出張費及び交通費 ①  

7 移動手段別の通勤費 ①  

8 リース車両を使用するために購入した燃料の量 ①  

11 販売した製品のうちコンピュータシステム関連ハードウエア製品及び自社

製品を対象として、想定した将来的に発生する消費電力量 

②  

12 販売した製品（半導体を含む全てのハードウエア）および包装材の重量 ①  

 

算定に利用した CO2 排出係数（排出原単位） 

 スコープ 2（マーケット基準） 

国内：電気事業者別排出係数(令和 7 年度提出用) （電気事業者の基礎排出係数を使用） 

 海外：IGES Ver11.6 または eGRID の国や地域の排出係数 

 

 スコープ 2（ロケーション基準） 

国内：電気事業者別排出係数(令和 7 年度提出用) （全国平均係数を使用） 

海外：IEA2024 

 

 スコープ 3 

①サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース（Ver.3.4） 

②電気事業者別排出係数(令和 7 年度提出用) （全国平均係数を使用） 

 

以上 






